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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド
２面　倒れた教授を連携救命／救命

講習会／脇本研の野口さん森

田さん受賞／天野さん敢闘賞

／知能メディア工学３人受賞

３面　野上さん国際会議で受賞／ド

ローン飛行コンペの３人優勝

／情報科学４人チーム優秀賞

／未来国会コンで加瀬さん全

国２位／八千代松陰高と高大

連携協定

４面　和田研ロケット洋上発射２回

目成功／再生可能エネで千葉

をリーダー県に／デスティニ

ープラス計画講演／本学で県

体育学会大会

５面　最古ブルべで小澤さん完走／

南房総で科学技術講座／校友

「渡辺剛さん」

６面　12月オープンキャンパスとク

リスマス・イルミネーション

・イベント

南鳥島周辺にマンガン密集域

船
上
か
ら
音
波
で

世
界
初
　海
洋
資
源
研
主
導
で
探
査
手
法
確
立

　
本
学
次
世
代
海
洋
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
（ORCeNG

）
の
町
田
嗣し

樹き

上
席
研
究
員
が
主
導
す
る
研
究
者
グ
ル
ー
プ
が
、
船
か
ら
発

す
る
音
波
を
使
っ
て
深
海
底
に
広
く
分
布
す
る
マ
ン
ガ
ン
ノ
ジ
ュ
ー
ル
（
マ
ン
ガ
ン
団
塊
）
の
密
集
域
を
探
査
す
る
手
法
を
世
界

で
初
め
て
確
立
。
12
月
11
日
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
記
者
発
表
を
行
っ
た
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
本
学
の

ほ
か
国
立
研
究
開
発
法
人
の

産
業
技
術
総
合
研
究
所
（
産

総
研
）、
海
洋
研
究
開
発
機

構
と
、
東
京
大
、
神
戸
大
の

研
究
者
で
構
成
。
海
底
鉱
物

資
源
を
音
波
を
用
い
て
効
率

的
に
探
査
す
る
手
法
の
研
究

開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
今
回
発
表
し
た
マ
ン
ガ
ン

ノ
ジ
ュ
ー
ル
探
査
手
法
は
こ

の
研
究
開
発
の
一
環
。
海
洋

研
究
開
発
機
構
の
調
査
船
を

使
っ
て
南
鳥
島
周
辺
の
日
本

の
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ

Ｚ
）
で
17
年
ま
で
に
７
回
の

研
究
航
海
を
行
っ
た
。
航
海

で
得
ら
れ
た
音
響
デ
ー
タ
を

数
学
的
に
解
析
し
、
潜
水
調

査
船
「
し
ん
か
い
６
５
０

０
」
を
用
い
た
海
底
観
察
の

結
果
と
統
合
す
る
こ
と
で
、

マ
ン
ガ
ン
ノ
ジ
ュ
ー
ル
の
密

集
域
を
地
図
上
に
表
示
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
面
積
を
正

確
に
算
出
す
る
こ
と
を
可
能

に
し
た
。

希
少
メ
タ
ル
を
含
有

四
国
九
州
分
の
広
さ

　
こ
の
手
法
を
使
っ
て
、
南

鳥
島
Ｅ
Ｅ
Ｚ
内
の
調
査
が
終

わ
っ
た
15
万
５
５
０
０
平
方

㌔
に
つ
い
て
解
析
し
た
結

果
、
そ
の
40
％
に
当
た
る
約

６
万
１
２
０
０
平
方
㌔
に
及

ぶ
海
底
が
マ
ン
ガ
ン
ノ
ジ
ュ

ー
ル
の
密
集
域
で
あ
る
こ
と

を
突
き
止
め
た
と
い
う
。
こ

の
面
積
は
四
国
と
九
州
を
足

し
合
わ
せ
た
広
さ
に
匹
敵
す

る
。

　
南
鳥
島
Ｅ
Ｅ
Ｚ
に
分
布
す

る
マ
ン
ガ
ン
ノ
ジ
ュ
ー
ル
は

コ
バ
ル
ト
を
多
く
含
む
と
い

う
特
徴
が
あ
る
。
コ
バ
ル
ト

は
今
後
、
急
速
な
普
及
が
見

込
ま
れ
る
エ
コ
カ
ー
や
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
電
子

機
器
に
必
須
の
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
の
正
極
材
に
使
わ

れ
て
い
る
レ
ア
メ
タ
ル
（
希

少
金
属
）。
原
料
鉱
石
の
７

割
を
ア
フ
リ
カ
の
コ
ン
ゴ
、

精
錬
生
産
の
４
割
を
中
国
に

依
拠
し
て
お
り
、
価
格
変
動

が
激
し
く
安
定
的
な
供
給
に

リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
探
査
手
法

で
解
明
し
た
南
鳥
島
Ｅ
Ｅ
Ｚ

内
６
万
１
２
０
０
平
方
㌔
に

眠
る
マ
ン
ガ
ン
ノ
ジ
ュ
ー
ル

が
含
有
す
る
コ
バ
ル
ト
の
量

を
試
算
す
る
と
約
４
７
０
万

㌧
。
こ
れ
は
２
０
１
７
年
の

日
本
の
コ
バ
ル
ト
需
要
の
３

０
０
年
分
に
相
当
す
る
と
い

う
。

　
南
鳥
島

Ｅ
Ｅ
Ｚ
全
体
の

広
さ
は
約
43
万
平
方
㌔
。
研

究
グ
ル
ー
プ
は
今
回
開
発
し

た
マ
ン
ガ
ン
ノ
ジ
ュ
ー
ル
探

査
手
法
を
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

と
し
て
、
コ
バ
ル
ト
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
レ
ア
メ
タ
ル
を
豊

富
に
含
む
資
源
の
開
発
に
適

し
た
有
望
海
域
を
、
船
上
か

ら
の
観
測
だ
け
で
絞
り
込
む

こ
と
を
可
能
に
す
る
、
画
期

的
な
音
響
探
査
手
法
へ
と
発

展
さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。

音響の反射強度で突き止めたマンガン団塊の密集域

音響データを「しんかい6500」の潜航調査により得た海底

の地質の変化の様子と照らし合わせた結果、浮かび上がっ

たマンガン団塊の密集域(黄色部分)

記者発表で探査手法とその成果を説明する町田上席研究員

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ

ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京

都
墨
田
区
押
上

・
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
タ
ウ
ン

８
階
）
の
総
来

場
者
数
が
１
月

15
日
、
90
万
人

に
達
し
た
。
２

０
１
２
年
５
月

に
開
設
以
来
約

７
年
７
カ
月
で

の
達
成
。

　
記
念
す
べ
き

90
万
人
目
は
都
内
葛
飾
区

在
住
の
土
屋
さ
ん
母
娘

写
真

で
、
小
宮
一
仁
学

長

同
左

か
ら
来
場
に

感
謝
す
る
言
葉
と
記
念
の

チ
バ
ニ
ー
グ
ッ
ズ
が
贈
ら

れ
た
。

　
土
屋
さ
ん
母
娘
は
、
ソ

ラ
マ
チ
を
訪
れ
る
た
び
に

本
学
ブ
ー
ス
に
足
を
運
ん

で
く
れ
る
フ
ァ
ン
。

　
５
歳
の
ふ
う
か
ち
ゃ
ん

は
、
ブ
ー
ス
で
ロ
ボ
テ
ィ

ッ
ク
シ
ャ
ド
ー
に
挑
戦
し

た
り
、
ク
イ
ン
ス
が
階
段

を
上
り
下
り
す
る
様
子
を

じ
っ
と
見
学
。
大
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る

ロ
ボ
ッ
ト
の
中
で
も
、

特
に
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の

「morph

」
が
お
気
に
入

り
と
い
う
。

　
土
屋
さ
ん
は
「
数
え
き

れ
な
い
く
ら
い
訪
れ
て
き

た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
」

と
90
万
人
目
を
喜
び
、
チ

バ
ニ
ー
グ
ッ
ズ
を
手
に
、

ふ
う
か
ち
ゃ
ん
と
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い

た
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

来
場
者
90
万
人
に
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脇
本
隆
之
教
授
の
研
究
室

で
、
高
電
圧
の
測
定
技
術
な

ど
を
研
究
す
る
野
口
絵
理
華

さ
ん
（
電
気
電
子
情
報
工
学

専
攻
修
士
１
年
）
が
、
電
気

学
会
東
京
支
部
千
葉
支
所
の

研
究
講
演
発
表
会
（
昨
年
10

月
26
、
27
日
、
新
潟
県
南
魚

沼
市
の
日
大
理
工
学
部
・
八

海
山
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開

催
）
で
「
急
峻
波
イ
ン
パ
ル

ス
電
圧
測
定
シ
ス
テ
ム
の
開

発
」
を
発
表
し
、
優
秀
論
文

発
表
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
同

支
所
の
学
術
講
演
会
（
12
月

４
日
、
同
所
で
開
催
）
で
森

田
冴こ

と

朋も

さ
ん
（
電
気
電
子
工

学
科
４
年
）
が
「
３
ｋ
Ｖ
級

雷
イ
ン
パ
ル
ス
電
圧
測
定
シ

ス
テ
ム
用
校
生
器
の
開
発
」

を
発
表
し
、
敢
闘
賞
を
受
賞

し
た
。

　
急
峻
波
イ
ン
パ
ル
ス
電
圧

と
は
、
落
雷
な
ど
で
ガ
ス
絶

縁
開
閉
装
置
内
や
電
子
機
器

内
で
生
じ
る
急
な
過
電
圧
。

脇
本
研
で
は
、
国
家
標
準
と

な
り
得
る
性
能
を
持
つ
高
電

圧
計
測
標
準
や
計
測
技
術
の

開
発
を
国
内
で
リ
ー
ド
し
研

究
し
て
い
る
。

　
野
口
さ
ん
は
昨
夏
の
電
気

学
会
電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

門
大
会
で
の
優
秀
ポ
ス
タ
ー

発
表
賞
に
次
ぐ
受
賞
。
準
備

が
辛
か
っ
た
も
の
の
、
脇
本

教
授
や
研
究
室
の
み
ん
な
の

サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
受
賞

で
き
た
と
い
い
「
発
表
直
前

ま
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た
の

で
、
本
番
で
と
く
に
緊
張
せ

ず
、
う
ま
く
発
表
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」。

　
森
田
さ
ん
も
「
脇
本
先
生

と
院
生
の
方
々
か
ら
多
く
の

ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
受
賞

で
き
ま
し
た
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
感
謝
の
気
持
ち
を
語
っ

た
。

賞状を手に野口さん(右)と森田さん

高
電
圧
測
定
技
術
で
受
賞

■　

脇
本
研
の
野
口
さ
ん
、森
田
さ
ん

　
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
２
号

館
の
研
究
室
で
昨
年
９
月
26

日
、
ゼ
ミ
中
の
男
性
教
授
が

倒
れ
、
一
時
心
肺
停
止
状
態

に
な
っ
た
が
、
学
生
・
職
員

ら
の
連
携
で
一
命
を
取
り
留

め
た
。
関
わ
っ
た
８
人
に
習

志
野
市
消
防
本
部
（
高
澤
寿

消
防
長
）
か
ら
12
月
17
日
、

消
防
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た

写
真
・
東
京
新
聞
提
供
。

　
８
人
は
電
気
電
子
工
学
科

４
年
の
石
川
薫
さ
ん
、井
柳

翔
さ
ん
、小
幡
り
お
さ
ん
、田

中
玲

あ
き
ら

さ
ん
、
成
瀬
律
さ
ん
の

５
学
生
と
学
生
課
の
今
井
学

課
長
補
佐
、
飯
田
誠
係
長
、

看
護
師
の
長
田
恵
さ
ん
。
小

宮
一
仁
学
長
も
同
18
日
に
学

生
５
人
を
表
彰
し
た
。

　
石
川
さ
ん
ら
に
よ
る
と
、

研
究
室
で
突
然
倒
れ
た
教
授

に
駆
け
寄
る
と
、
教
授
は
唇

が
紫
色
で
、
呼
び
か
け
に
応

じ
な
か
っ
た
。
た
だ
事
で
は

な
い
と
感
じ
た
成
瀬
さ
ん
が

学
生
課
へ
走
り
、
小
幡
さ
ん

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
１
１

９
番
通
報
。
そ
の
間
、
田
中

さ
ん
と
石
川
さ
ん
が
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
探
し
た
。
井
柳
さ
ん
が
教

授
の
脇
で
呼
び
か
け
、
小
幡

さ
ん
が
１
１
９
番
通
報
で
出

た
救
急
隊
員
の
指
示
を
仰
ぎ

な
が
ら
、
気
道
確
保
や
胸
骨

圧
迫
を
数
回
行
っ
た
。
そ
の

後
、
駆
け
付
け
た
長
田
さ
ん

ら
職
員
と
協
力
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

倒れた教授を連携救命
■　ゼミ生・職員８人　消防長が感謝状

小
宮
学
長
も
学
生
を
表
彰

稼
働
、
救
急
隊
到
着
時
に
は

心
拍
が
再
開
し
た
と
い
う
。

　
教
授
は
病
院
に
搬
送
さ
れ

入
院
手
術
。
約
２
カ
月
後
に

は
復
帰
し
、
学
生
た
ち
に
感

謝
の
気
持
ち
を
語
っ
た
。

　
小
幡
さ
ん
ら
は
「
夢
中

で
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と

し
か
考
え
な
か
っ
た
。
後
遺

症
も
な
く
、
本
当
に
よ
か
っ

た
で
す
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
こ
の
出
来
事
は
「
ゼ
ミ
で

倒
れ
た
教
授
救
命
　
千
葉
工

大
生
ら
に
感
謝
状
」
と
し
て

東
京
新
聞
が
12
月
19
日
付
千

葉
県
版
で
報
じ
た
。

　
小
幡
さ
ん
に
ま
と
め
て
も

ら
っ
た
詳
細
は
次
の
通
り
。

｜
｜
救
命
が
奏
功
し
た
わ

け
は
　
５
人
が
自
発
的
に
動

け
た
こ
と
で
す
。
誰
か
が
指

示
を
出
す
の
で
は
な
く
、
全

員
が
「
私
は
こ
れ
を
す
る
」

「
じ
ゃ
あ
俺
は
こ
れ
を
や

る
」
と
動
き
ま
し
た
。
誰
か

が
指
示
を
出
す
の
も
悪
く
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

場
に
い
れ
ば
焦
り
や
動
揺
も

あ
り
、
通
常
の
思
考
は
で
き

ま
せ
ん
。
自
身
が
行
動
す
る

以
外
に
他
の
人
に
も
指
示
す

る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
指
示

を
待
つ
人
は
お
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
発
的
に
動
け
た
の

が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

｜
｜
新
聞
で
は
胸
部
圧
迫

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
救
命
措
置
に
取

り
組
ん
だ
と
あ
り
ま
す
が
、

ほ
か
に
は
　
ま
ず
成
瀬
君
が

学
生
課
に
走
り
、
私
が
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
１
１
９
番
に

通
報
に
す
る
間
に
、
田
中
君

と
石
川
君
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り

に
走
り
ま
し
た
。
井
柳
君
は

先
生
に
呼
び
か
け
し
、
私
が

ス
マ
ホ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
救

急
隊
員
の
指
示
を
仰
ぎ
な
が

ら
気
道
確
保
（
先
生
の
頭
の

下
に
膝
掛
け
を
敷
く
）、
胸

骨
圧
迫
を
数
回
し
た
と
こ
ろ

で
保
健
医
の
長
田
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

｜
｜
講
習
会
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
な

み
ん
な
自
発
的
に
動
い
た

　
ウ
ェ
ブ
デ
ー
タ
を
大
量
保

有
す
る
産
業
界
と
、
そ
の
デ

ー
タ
を
利
用
す
る
研
究
者
た

ち
が
意
見
交
換
す
る
Ｉ
Ｄ
Ｒ

ユ
ー
ザ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

９
（
昨
年
11
月
29
日
、
東
京

・
一
ツ
橋
の
国
立
情
報
学
研

究
所
で
開
催
）
で
、
知
能
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
の
岩
崎
友
秋

さ
ん
、
永
井
一
平
さ
ん
、
三

浦
和
也
さ
ん
（
い
ず
れ
も
３

年
、
齊
藤
史ふ

み

哲あ
き

研
究
室
）
の

３
人
が
連
名
で
「
カ
ス
タ
マ

ー
レ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
た
美

容
院
業
界
に
お
け
る
地
域
特

性
の
可
視
化
」
を
ポ
ス
タ
ー

発
表
。
将
来
性
が
期
待
さ
れ

る
と
し
て
奨
励
賞
と
、
協
賛

企
業
賞
の
リ
ク
ル
ー
ト
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ズ
賞
を
ダ
ブ
ル
受

賞
し
た
。

　
発
表
内
容
は
、
リ
ク
ル
ー

ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
社
が
提

供
す
る
ホ
ッ
ト
ペ
ッ
パ
ー
ビ

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
美
容
院
改
善

■　

知
能
メ
デ
ィ
ア
工
学
３
人
受
賞

　
油
脂
化
学

に
焦
点
を
当

て
る
日
本
油

化
学
会
オ
レ

オ
マ
テ
リ
ア

ル
部
会
の
第

３
回
オ
レ
オ

マ
テ
リ
ア
ル

学
術
交
流
会

（
昨
年
11
月
18
日
、
東
京
・

神
楽
坂
の
東
京
理
科
大
で
開

催
）
で
、
天
野
真ま

聡さ
と

さ
ん

（
生
命
環
境
科
学
専
攻
修
士

２
年
、
柴
田
裕
史
研
究
室

写
真
）
が
「
ア
ニ
オ
ン
界
面

活
性
剤
存
在
下
に
お
け
る
六

角
板
状
酸
化
亜
鉛
粒
子
の
調

製
お
よ
び
そ
の
光
触
媒
活
性

能
」
を
ポ
ス
タ
ー
発
表
し
、

敢
闘
賞
を
受
賞
し
た
。

　
柴
田
研
で
は
、
物
と
物
が

接
す
る
界
面
を
デ
ザ
イ
ン
し

新
機
能
を
持
つ
素
材
に
つ
な

げ
よ
う
と
研
究
し
て
い
る
。

　
天
野
さ
ん
は
代
表
的
な
光

触
媒
で
、
光
を
当
て
る
と
活

性
酸
素
を
発
生
し
有
機
物
を

分
解
し
た
り
抗
菌
性
を
示
す

酸
化
亜
鉛
に
つ
い
て
、
界
面

活
性
剤
を
用
い
た
酸
化
亜
鉛

粒
子
の
形
状
の
制
御
と
、
酸

化
亜
鉛
粒
子
の
形
状
や
そ
の

結
晶
面
が
光
触
媒
活
性
能
に

与
え
る
影
響
を
検
討
し
た
。

　
光
触
媒
に
関
す
る
研
究
は

多
く
、
そ
の
中
で
新
規
性
や

独
創
性
の
あ
る
テ
ー
マ
を
見

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

天
野
さ
ん
は
学
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
多
く
参
加
し
、

多
様
な
研
究
に
触
れ
る
こ
と

で
、
人
が
目
を
向
け
な
い
よ

う
な
と
こ
ろ
に
焦
点
を
あ
て

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
と

い
う
。
そ
し
て
「
私
の
研
究

に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
人

が
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
の

研
究
へ
励
み
に
な
り
ま
し

た
」
と
語
っ
た
。

光
触
媒
粒
子
の
研
究
で
敢
闘
賞

■　

天
野
さ
ん
学
術
交
流
会
で
発
表

ュ
ー
テ
ィ
の
カ
ス
タ
マ
ー
レ

ビ
ュ
ー
デ
ー
タ
を
使
い
、
美

容
院
に
つ
い
て
、
顧
客
満
足

度
の
地
域
特
性
を
分
析
し
た

も
の
。
用
い
た
デ
ー
タ
は
、

店
舗
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や

位
置
情
報
が
１
万
件
、
カ
ス

タ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
ク
チ

コ
ミ
デ
ー
タ
が
36
万
件
で
、

地
域
間
の
差
異
や
特
徴
を
可

視
化
し
、
顧
客
満
足
に
影
響

を
及
ぼ
す
要
因
を
抽
出
し

た
。

　
店
舗
・
美
容
師
改
善
の
支

援
デ
ー
タ
と
し
て
取
り
組
ん

だ
。
学
科
で
学
ん
だ
デ
ザ
イ

ン
や
デ
ー
タ
分
析
の
知
識
が

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
に
役

立
っ
た
と
い
う
。

　
受
賞
し
た
３
人
は
「
素
晴

ら
し
い
２
賞
を
い
た
だ
き
、

喜
び
と
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で

す
」「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
解

析
し
、
答
え
の
な
い
課
題
を

追
求
し
て
い
く
過
程
は
と
て

も
有
意
義
で
し
た
。
今
後
も

一
層
精
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
な
ど
と
語
っ
て
い
た
。

(左から)岩崎さん、三浦さん、永井さん

ど
の
使
い
方
を
知
っ
て
い
た

学
生
が
多
か
っ
た
と
あ
り
ま

す
が
　
胸
骨
圧
迫
の
方
法
は

皆
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私

が
受
講
し
た
の
は
か
な
り
以

前
だ
っ
た
た
め
救
急
隊
員
に

聞
き
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

｜
｜
今
後
、
生
か
し
て
い

き
た
い
こ
と
や
気
を
付
け
て

い
き
た
い
こ
と
は
　
講
習
を

き
ち
ん
と
受
け
て
お
く
ん
だ

っ
た
と
痛
感
し
ま
し
た
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
場
所
が
分
か
ら
な
か

っ
た
の
で
、
日
頃
か
ら
確
認

す
べ
き
で
し
た
。

　
｜
｜
現
実
の
危
機
に
直
面

し
て
　
何
と
か
し
な
け
れ
ば

と
対
応
し
て
い
る
間
は
無
我

夢
中
で
し
た
。
職
員
の
方
々

が
到
着
し
た
こ
と
で
急
に
現

実
味
を
感
じ
怖
く
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
の
処
置
が
間
違

っ
た
も
の
で
な
く
、
本
当
に

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
２
度
目
の
普
通
救

命
講
習
会
が
12
月
21
日
、
新

習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂

棟
３
階
・
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、
学
生
ら
22
人
が
心

肺
蘇
生
法
（
胸
骨
圧
迫
、
人

工
呼
吸
）や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方

の
講
習
を
受
け
た

写
真
。

　
昨
年
９
月
３
〜
５
日
に
は

本
学
学
生
向
け
に
習
志
野
市

消
防
本
部
が
応
急
手
当
普
及

員
講
習
会
を
開
催
。
講
習
会

で
は
必
須
取
得
単
位
科
目
の

一
つ
「
教
養
特
別
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
科
目
」と
連
携
を
図
り
、

単
位
と
応
急
手
当
普
及
員
の

資
格
を
取
得
。取
得
学
生
は

市
内
中
学
・
高
校
・
大
学
・
事

業
所
で
普
通
救
命
講
習
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
普
及
員
と
し

て
活
動
で
き
る
。

普
通
救
命
講
習
会
開
く
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
若
年
投
票

率
の
向
上
を

め
ざ
す
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ド
ッ

ト
ジ
ェ
イ
ピ

ー
（
佐
藤
大

吾
理
事
長
）

が
主
催
し
た

国
家
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
「
未
来
国
会

２
０
１
９
」
決
勝
大
会
（
昨

年
９
月
20
日
、
東
京
・
西
新

宿
の
新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
で
開

催
）
は
、
地
方
大
会
11
ブ
ロ

ッ
ク
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
選
か
ら
勝

ち
上
が
っ
た
４
組
で
競
わ

れ
、
加
瀬
大ひ

ろ

斗と

さ
ん
（
デ
ザ

イ
ン
科
学
科
２
年

チ
ー
ム

カ
ス
テ
ラ

写
真
）
の
「
虹

色
の
笑
顔
の
国
」
が
２
位
を

獲
得
し
た
。

　
大
会
は
「
も
し
あ
な
た
が

総
理
大
臣
な
ら
ば
」
と
30
年

後
の
自
分
た
ち
の
国
家
ビ
ジ

ョ
ン
を
思
い
描
き
、
実
現
へ

10
年
後
の
政
策
・
予
算
案
を

提
案
、
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で

競
い
合
う
。
内
閣
府
や
各
省

が
後
援
し
て
年
２
回
開
き
、

今
回
が
10
回
目
。

　
加
瀬
さ
ん
の
「
虹
色
の
笑

顔
の
国
」
は
、
身
近
な
幸
せ

を
つ
く
り
、
み
ん
な
が
笑
う

国
を
、
と
願
っ
た
も
の
。
３

つ
の
重
点
政
策

子
ど
も
家

族
支
援
法
▽
Ｖ
Ａ
Ｒ
Ｓ
学
校

《
み
ん
な
の
学
校
》
▽
同

（
学
校
内
オ
フ
ィ
ス
）
｜
｜

を
掲
げ
、
い
じ
め
や
家
庭
不

安
の
な
い
国
の
実
現
を
求
め

た
。
推
進
施
設
に
空
き
教
室

車
線
で
起
こ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
で
緊
急
モ
ー
ド
伝
播

の
群
効
果
と
緊
急
停
止
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
有
効
性
を
分
析
。

さ
ら
に
、
緊
急
停
止
イ
ベ
ン

ト
が
異
な
る
グ
ル
ー
プ
に
異

な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
生
す

る
場
合
の
群
効
果
を
強
化
す

る
た
め
、Attention

モ
ー

ド
と
そ
の
実
装
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
提
案
し
た
。

　
学
会
前
に
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
選
出
が
伝
え
ら
れ
、
英
語

発
表
の
た
め
、
野
上
さ
ん
は

王
教
授
の
前
で
何
回
も
練
習

を
繰
り
返
し
た
。「
院
生
や

博
士
課
程
の
方
々
が
い
る

中
、
受
賞
で
き
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
驚

く
と
同
時
に
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
ド
ロ
ー
ン
を
自
動
制
御

し

正

確

な

飛

行

を

競

う

MathWorks 
Minidrone 

Competition 
at 
Tokyo 

2
019

（

12
月

７

日
、

東

京
・

秋

葉

原UDX Next 

Gallery

で

決

勝

ラ

ウ

ン

ド
）
で
、
本
学
文
化
会
・
航

空
工
学
研
究
会
無
人
機
班
の

sennbaduru

チ
ー
ム

竹

田
一
裕
さ
ん
（
機
械
工
学

科
４
年
）、
小
川
達
也
さ
ん

（
機
械
電
子
創
成
工
学
科
１

年
）、小
野
貴
彦
さ
ん
（
同
）

の
３
人

が
優
勝
し
た
。

　MathWorks

は
計
算
ソ
フ

ト
の
世
界
的
開
発
会
社
で
、

大
会
は
そ
の
日
本
法
人
が
主

催
。
競
技
は
、Parrot

社
製

の
ミ
ニ
ド
ロ
ー
ン
を
使
い
、

地
上
に
引
か
れ
た
ラ
イ
ン
を

追
跡
し
円
形
マ
ー
カ
ー
に
着

陸
す
る
よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
・
実
装
し
て
、
そ
の

正
確
さ
を
競
う
。

　
昨
年
９
月
か
ら
募
集
し
て

12
チ
ー
ム
が
参
加
。
11
月
に

決
勝
進
出
６
チ
ー
ム
（
岐
阜

大
、
本
学
、
奈
良
先
端
科
学

技
術
大
学
院
大
、
立
命
館

大
、
呉
高
専
、
東
京
大
）
が

決
ま
り
、
12
月
に
決
勝
が
行

わ
れ
た
。

　
航
空
工
学
研
究
会
の
無
人

機
班
は
普
段
、
機
体
製
作
、

自
立
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
研
究
、
操
縦
練
習
な

ど
を
し
て
い
る
が
、
参
加

決
定
時
、
竹
田
さ
ん
し
か

MathWorks

ソ
フ
ト
に
触
れ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
の
動
き
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
装
機
体
の
動
き
が
異
な
っ

た
り
、
急
に
動
か
な
く
な
っ

た
り
と
、
調
整
に
苦
労
し
た

と
い
う
。

　
し
か
し
各
人
が
得
意
分
野

で
知
恵
を
出
し
合
い
、
課
題

を
解
決
。
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
で

は
他
チ
ー
ム
が
完
走
で
き
な

い
な
か
、
３
回
も
完
走
を
成

功
さ
せ
た
。

　
竹
田
さ
ん
は
「
ま
さ
か
優

勝
す
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
と
て
も
驚
き
、
う

れ
し
か
っ
た
。
最
後
ま
で
頑

張
っ
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し

た
」
と
語
っ
た
。

ド
ロ
ー
ン
飛
行
コ
ン
ペ
優
勝

■　

航
空
工
学
研
究
会
の
３
人

　
中
国
西
南
部
の
雲
南
省
大

理
市
で
開
か
れ
たIEEE
（
米

国
電
気
電
子
学
会
）
の
「
ロ

ボ
ッ
ト
工
学
と
バ
イ
オ
ミ
メ

テ
ィ
ク
ス
（
生
物
模
倣
）
に

関
す
る
国
際
会
議
」（ROBIO 

2019

12
月
６
〜
８
日
、

Hilton Dail Resort

　

&

　

Spa

で
開
催
）
で
、
野
上
匠

さ
ん
（
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

学
科
４
年
、
王
志
東
研
究
室

写

真

）

が
「Behavior 

o
n
 
E
m
e
r
g
e
n
c
y
 
M
o
d
e 

T
r
a
n
s
f
e
r
r
i
n
g
 
i
n 

Autonomous Multi-Robot 

System 
with 

Subgroup

（
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
で
複
数

移
動
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

に
伝
播
す
る
緊
急
モ
ー
ド

動
作
）」
を
発
表
し
、Best 

Paper 
in 
Robotics

賞
を

受
賞
し
た
。

　
野
上
さ
ん
の
所
属
す
る
研

究
室
で
は
、
自
然
界
の
魚
や

鳥
の
群
行
動
を
模
倣
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
研
究
。

彼
ら
の
群
行
動
は
自
律
的
で

あ
り
な
が
ら
も
協
調
制
御
さ

れ
て
お
り
、
緊
急
状
況
が
素

早
く
群
全
体
に
伝
わ
る
。

　
野
上
さ
ん
は
そ
ん
な
群
行

動
を
、
車
の
自
動
運
転
シ
ス

テ
ム
に
応
用

し
、
地
震
災

害
や
高
速
道

路
上
の
事
故

時
に
車
列
全

体
が
素
早
く

危
険
を
察
知

し
、
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考

え
た
。

　
鳥
や
魚
の
群
は
分
裂
し
、

ま
た
単
一
群
に
戻
る
が
、
分

裂
群
を
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
と
定

義
。
複
数
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
多
車
線

高
速
道
路
で
サ
ブ
グ
ル
ー
プ

が
存
在
す
る
時
の
緊
急
停
止

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
提
案
し
た
。

　
高
速
道
路
で
の
緊
急
停
止

イ
ベ
ン
ト
は
単
車
線
か
複
数

(左から)小野さん、竹田さん、小川さん

群
れ
の
緊
急
動
作
、車
に
応
用

■　

野
上
さ
ん　
国
際
会
議
で
受
賞

　「
足
り
て
る
モ
ノ
を 

足
り

な
い
ト
コ
へ
」
を
テ
ー
マ

に
、
サ
ー
ビ
ス
や
プ
ロ
ダ
ク

ト
を
再
考
す
る
〝
開
発
マ
ラ

ソ
ン
イ
ベ
ン
ト
〞「
デ
ィ
ス

カ
バ
リ
ー
ハ
ッ
カ
ソ
ン
２
０

１
９
」（
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

・
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
主
催

昨

年
９
月
６
〜
８
日
、
滋
賀
・

日
野
町
の
総
合
展
示
場
「
日

に
新
た
館
」
と
大
阪
市
の
大

阪
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
で

開
催
）
に
、
眞
部
雄
介
研
究

室
の
五
十
嵐
陽
己
さ
ん
（
情

報
科
学
専
攻
修
士
２
年
）、

片
岡
玄
太
さ
ん
（
同
）、
増

田
宗
一
さ
ん
（
同
）、
鈴
木

滉
平
さ
ん
（
同
１
年
）
の
４

人

チ
ー
ム
名
「
隠
す
爪
が

な
い
」

が
出
場
し
、
優
秀

賞
（First 

Place

）
を
受

賞
し
た
。

　
主
催
系
列
の
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
世
界
２

２
０
以
上
の
国
・
地
域
で
科

学
・
技
術
情
報
を
配
信
す
る

世
界
最
大
手
メ
デ
ィ
ア
の

一
つ
。
大
会
で
はProvide 

（
提
供
）・Exchange 

（
交

換
）・Share 

（
共
有
）
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
課
題
を
見
つ

け
、「
足
り
な
い
」
を
解
決

す
る
ア
イ
デ
ア
を
具
体
化
す

る
。
機
械
・
電
子
・
電
気
な

ど
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
技
術
か

ら
、
ア
プ
リ
開
発
に
関
わ
る

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
結

集
し
て
新
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
制

作
を
競
う
。

　
４
人
チ
ー
ム
は
「
物
々
交

換
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ムWAR

ASHIBAY

」
の
構
築
を
提
案

し
た
。
欲
し
い
物
と
、
出
品

で
き
る
も
の
を
、
複
数
の

人
々
で
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る

物
々
交
換
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
、
新
し
さ
、
有
用
性
、

実
現
可
能
性
な
ど
多
角
度
か

ら
評
価
さ
れ
、
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。

　
ハ
ッ
カ
ソ
ン
に
は
全
国
か

ら
86
人
の
学
生
が
集
ま
っ
て

チ
ー
ム
を
作
り
、
今
回
18
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
が
誕
生
し
た
。

 

大
会
の
様
子
は
10
月
19

日
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
チ

ャ
ン
ネ
ル
（
Ｃ
Ｓ
放
送
）

で
放
映
さ
れ
た
。
ま
た
、

以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
見
る
こ

と

が

で

き

る
。https://

www.discoverychannel.

j
p
/
c
a
m
p
a
i
g
n
/

hackathon
2019

/

■　

情
報
科
学
４
人
チ
ー
ム
が
優
秀
賞

　
本
学
は
12
月
３
日
、
県
内

の
私
立
八
千
代
松
陰
高
校

（
八
千
代
市

平

野

克

也

校

長
、
生
徒
数
約

２
千
人
）
と
高

校
・
大
学
間
の

連
携
協
定
を
結

ん
だ
。

　
八
千
代
松
陰

高
は
吉
田
松
陰

の
松
下
村
塾
を

モ

デ

ル

に

設

立
。
ス
ポ
ー
ツ

や
語
学
研
修
が

盛
ん
で
、
大
学

科
目
の
聴
講
や
個
別
活
動
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
生
徒

に
主
体
的
行
動
を
促
し
、
大

学
進
学
へ
の
意
識
を
開
発
し

た
い
と
希
望
。
本
学
は
千
葉

県
内
で
の
人
材
育
成
に
貢
献

し
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
の
活
動
を
通
し
て
学
生
の

育
成
に
寄
与
し
た
い
と
考
え

た
。
工
学
系
に
限
ら
ず
高
校

と
の
連
携
で
新
た
な
可
能
性

を
探
る
。

　
締
結
式
は
津
田
沼
校
舎
１

号
館
20
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
行

わ
れ
、
平
野
校
長

写
真
右

と
小
宮
一
仁
学
長

同
左

が
協
定
書
に
サ
イ
ン
し
握

手
を
交
わ
し
た
。

物
々
交
換
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
案

(左から)鈴木さん、片岡さん、

増田さん五十嵐さん

八
千
代
松
陰
高
と
高
大
連
携
協
定

・
空
き
学
校
を
使
っ
て
節

約
。
委
託
料
や
運
営
費
を
実

際
に
計
算
し
、
予
算
を
３
２

４
億
円
に
絞
っ
た
。
タ
イ
ト

ル
の
虹
色
は
、
多
様
性
を
表

し
た
か
っ
た
と
い
う
。

　
大
会
参
加
の
き
っ
か
け
は

議
員
イ
ン
タ
ー
ン
活
動
で
地

元
・
八
千
代
市
の
高
山
敏
朗

市
議
の
も
と
で
夏
休
み
を
過

ご
し
た
こ
と
か
ら
。
そ
の
一

環
で
コ
ン
テ
ス
ト
の
千
葉
大

会
か
ら
応
募
し
た
。

　
１
人
な
の
に
チ
ー
ム
カ
ス

テ
ラ
を
名
乗
っ
た
の
は
「
知

り
合
っ
た
大
勢
の
方
々
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

自
分
独
り
で
は
成
し
え
な
か

っ
た
か
ら
」
と
い
う
。

　「
大
学
で
の
学
び
が
プ
レ

ゼ
ン
パ
ネ
ル
技
術
に
生
か
さ

れ
ま
し
た
。
経
験
を
積
ん
で

人
の
た
め
に
役
に
立
つ
よ
う

成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

「
笑
顔
の
国
」描
き
全
国
２
位

■　

加
瀬
さ
ん
未
来
国
会
コ
ン
テ
ス
ト
で
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上
げ
ら
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
パ

ラ
シ
ュ
ー
ト
で
降
下
し
て
、

海
を
泳
ぎ
、
砂
浜
に
駆
け
上

が
っ
て
速
さ
を
競
う
も
の

で
、
海
面
を
進
む
た
め
の
プ

ロ
ペ
ラ
と
方
向
舵
、
砂
浜
を

走
る
た
め
の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー

を
備
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
小
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
は
、
高

度
１
０
０
㌔
の
宇
宙
空
間
に

小
型
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち

上
げ
て
宇
宙
塵
を
採
集
し
、

そ
の
分
析
か
ら
地
球
生
命
誕

生
の
謎
に
迫
ろ
う
と
い
う
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
。
２
０
２
１
年
３
月
に

成
工
学
科
・
和
田
豊
准
教
授

（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
非
常
勤
上
席
研

究
員
兼
務
）
の
研
究
室
の
３

年
生
が
正
課
科
目
「
機
電
創

成
発
展
実
験
実
習
」
で
設
計

・
製
作
し
た
。
燃
料
に
Ａ
Ｂ

Ｓ
樹
脂
を
使
い
、
全
長
１
・

５
㍍
。
こ
の
日
の
実
験
で
は

高
度
約
２
０
０
㍍
に
到
達

し
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
開
い

て
水
上
航
行
ロ
ボ
ッ
ト
を
放

出
し
た
。

　
こ
の
水
上
航
行
ロ
ボ
ッ
ト

は
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
競
技
に
使
う
こ
と
を
目
的

に
、
や
は
り
和
田
研
の
学
生

が
開
発
。
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち

　「
千
葉
県
を
ソ
ー
ラ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
（
営
農
型
太
陽

光
発
電
）
の
地
産
・
地
消
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
！
」

　
本
学
国
際
金
融
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｇ
ｉ
Ｆ
ｒ

小
林
孝

雄
所
長
）が
、千
葉
県
内
で
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

を
一
層
促
進
さ
せ
る
た
め
の

政
策
提
言
に
向
け
た
研
究
を

加
速
さ
せ
て
い
る
。
提
言
は

今
年
７
月
７
日（
七
夕
）前
後

に
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
く
「
Ｒ

Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
｜
ち
ば
Ｄ
Ｓ
構
想

｜
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

下

の
注

で
発
表
の
予
定
だ
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
本

学
と
包
括
的
連
携
協
定
を
結

ん
で
い
る
千
葉
・
船
橋
・
浦

安
・
市
川
の
各
市
と
酒
々
井

町
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
で
先
端
的
な
事
業
を
展

開
し
て
い
る
千
葉
エ
コ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
㈱
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
、
み
ん

な
電
力
㈱
の
３
社
と
個
人
参

加
の
研
究
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　
Ｇ
ｉ
Ｆ
ｒ
は
２
０
１
８
年

４
月
、
定
量
分
析
に
よ
る
実

証
に
基
づ
く
政
策
立
案
組

織
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
機

構
（
Ｄ
Ｓ
Ｉ
）
を
セ
ン
タ
ー

内
に
設
置
し
、
久
武
昌
人
副

所
長
を
機
構
長
と
し
て
活
動

を
開
始
し
た
。

　
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
Ｄ
Ｓ
Ｉ
が
発
足
以

来
、
取
り
組
ん
で
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ
。
千
葉
県

を
「
環
境
」
と
「
経
済
」
の

両
面
で
持
続
可
能
な
、
最
も

先
進
的
な
地
域
に
す
る
た
め

の
社
会
基
盤
構
築
を
主
導
的

に
研
究
・
提
言
す
る
こ
と
が

目
的
。

　
具
体
的
に
は
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
中
に
設
け
た
実
務
家

と
研
究
者
で
構
成
す
る
「
情

勢
調
査
研
究
会
」
が
、
太
陽

光
や
原
子
力
な
ど
の
専
門
家

を
講
師
に
招
い
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
先
端
事

情
な
ど
を
聴
き
な
が
ら
、
ソ

ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
中

心
に
据
え
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
促
進
の
た
め
の

議
論
・
研
究
を
重
ね
て
い
る
。

　
千
葉
県
は
電
力
の
大
消
費

地
と
生
産
地
を
県
内
に
抱
え

て
お
り
、
匝
瑳
市
に
代
表
さ

れ
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
先
進
地
域
で
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
松
戸
、
市
川
、
船

橋
市
な
ど
、
人
口
密
集
地
域

で
あ
り
な
が
ら
農
地
も
多
く

残
さ
れ
て
い
て
、
ソ
ー
ラ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
適
地
と
み

な
さ
れ
る
地
域
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
特
性
を
生

か
し
て
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
・
地
消
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
そ

れ
を
直
下
型
大
地

震
や
巨
大
台
風
襲

来
な
ど
に
耐
え
得

る
国
土
の
強
靭
化

に
い
か
に
つ
な
げ

て
い
く
か
が
、
Ｒ

Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
推
進
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
課
題

だ
。

　
注

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
は

R
e
n
e
w
a
b
l
e
 
E
n
e
r
g
y 

Initiative 
of/by/

for Waste minimising 
Area

の

略
。

ま

たDS

は

Dual-Sustainability

再
生
可
能
エ
ネ
推
進

千
葉
を
リ
ー
ダ
ー
県
に

■　

Ｇ
ｉ
Ｆ
ｒ
が
政
策
提
言
へ

　
本
学
惑
星
探
査
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
と
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
ア
ス
ト

ロ
オ
ー
シ
ャ
ン
、
ス
ー
パ
ー

ゼ
ネ
コ
ン
の
大
林
組
は
共
同

で
昨
年
11
月
22
日
、
千
葉
県

御
宿
町
沖
の
網
代
湾
で
小
型

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
の

洋
上
発
射
実
験
を
行
い
、
成

功
し
た
。

　
実
験
に
は
フ
ロ
ー
ト
（
台

船
）
の
組
み
立
て
や
曳え

い

航こ
う

な

ど
に
岩
和
田
漁
協
の
全
面
協

力
を
得
た
。
洋
上
発
射
実
験

成
功
は
大
学
と
し
て
世
界
初

成
功
と
な
っ
た
昨
年
３
月
に

続
き
２
回
目
。

　
ロ
ケ
ッ
ト
は
機
械
電
子
創

洋
上
発
射 

２
回
目
成
功

■　

和
田
研
ロ
ケ
ッ
ト
、泳
ぐ
ロ
ボ
も
放
出

　
地
球
生
命
の
種
（
出
発
物

質
）
は
太
古
、
地
球
外
か
ら

も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
｜
｜
。

　
こ
の
遠
大
な
謎
に
迫
る
た

め
、
本
学
惑
星
探
査
研
究
セ

ン
タ
ー（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）と
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
）
の
共
同
で
、
ふ
た
ご

座
流
星
群
の
母
天
体
「
フ
ェ

ー
ト
ン
」
に
探
査
機
を
送
る

ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
デ
ス
テ
ィ
ニ

ー
プ
ラ
ス
（DESTINY

＋
）」

を
、
も
っ
と
一
般
の
人
た
ち

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

講
演
会
が
12
月
７
日
、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
。
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ

の
荒
井
朋
子
主
席
研
究
員
が

講
演
し
た

写
真
。

　「
は
や
ぶ
さ
２
」
に
続
く

日
本
の
小
惑
星
探
査
で
あ
る

こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ロ

ケ
ッ
ト
や
衛
星
の
開
発
な
ど

の
工
学
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
所
が
主

導
。
天
体
追
尾
望
遠
カ
メ
ラ

と
可
視
マ
ル
チ
バ
ン
ド
（
分

光
）
カ
メ
ラ
の
開
発
、
独
シ

ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
大
と
の
ダ

ス
ト
分
析
装
置
（
ダ
ス
ト
ア

ナ
ラ
イ
ザ
）
の
共
同
開
発
及

び
そ
れ
ら
の
観
測
機
器
の
デ

ー
タ
を
使
っ
た
科
学
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
が
主
導
。

30
を
超
え
る
大
学
や
研
究
機

関
に
よ
る
国
際
的
な
協
力
体

制
が
構
築
さ
れ
、
荒
井
氏
が

科
学
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
主
任
研

究
者
を
務
め
て
い
る
。

　
宇
宙
か
ら
地
表
に
降
り
注

ぐ
塵
（
個
体
微
粒
子
ま
た
は

ダ
ス
ト
）
は
年
間
４
万
㌧
を

超
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
地
上
で
回
収
さ
れ
た
塵

の
分
析
か
ら
、
隕
石
と
は
違

い
、
塵
に
は
数
％
以
上
の
炭

素
や
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
の
有
機

物
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
。
こ
の
塵
が
太

古
、〝
水
の
惑
星
〞
で
あ
る

地
球
に
降
り
注
ぎ
、
生
命
の

種
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
仮
説
を
検

証
す
る
た
め
に
は

塵
に
含
ま
れ
る
炭

素
や
有
機
物
の
量

や
化
学
組
成
を
正

確
に
知
る
必
要
が

あ
る
が
、
地
球
で

採
集
さ
れ
る
塵
は

す
で
に
地
球
環
境

に
よ
っ
て
汚
染
さ

れ
た
り
、
大
気
圏

を
高
速
で
通
過
す

る
際
の
加
熱
に
よ
り
変
質
し

て
い
る
。
そ
こ
で
毎
年
12
月

に
流
星
群
と
し
て
、
大
量
の

塵
を
地
球
に
降
ら
せ
る
ふ
た

ご
座
流
星
群
の
母
天
体
「
フ

ェ
ー
ト
ン
」
に
探
査
機
を
送

り
、
地
球
に
炭
素
や
有
機
物

を
供
給
す
る
小
惑
星
の
地
質

調
査
と
そ
こ
か
ら
地
球
に
運

ば
れ
る
塵
を
宇
宙
空
間
で
直

に
分
析
す
る
探
査
計
画
「
デ

ス
テ
ィ
ニ
ー
プ
ラ
ス
」
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
探
査
機
は
小
型
の
イ
プ
シ

ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
で
地
球
周
回

の
長
楕
円
軌
道
に
打
ち
上
げ

ら
れ
、
イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
を

使
っ
て
徐
々
に
高
度
を
上

げ
、
月
ス
イ
ン
グ
バ
イ
で
地

球
圏
を
脱
出
。
打
ち
上
げ
か

ら
約
４
年
を
か
け
て
「
フ
ェ

ー
ト
ン
」
に
到
着
し
、
相
対

速
度
秒
速
33
㌔
で
「
フ
ェ
ー

ト
ン
」
に
最
短
距
離
５
０
０

㌔
ま
で
接
近
。

　
そ
し
て
高
速
で
通
過
す
る

際
に
「
フ
ェ
ー
ト
ン
」
を
追

尾
し
な
が
ら
２
台
の
カ
メ
ラ

で
撮
像
し
、
表
層
の
地
形
や

地
質
を
調
査
す
る
。
ま
た
、

ダ
ス
ト
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
で
、

「
フ
ェ
ー
ト
ン
」
近
傍
の
ダ

ス
ト
の
化
学
組
成
や
速
度
、

大
き
さ
、
到
来
方
向
を
そ
の

場
で
分
析
。。

　「
フ
ェ
ー
ト
ン
」
に
到
着

す
る
ま
で
の
惑
星
間
航
行
中

に
行
う
惑
星
間
ダ
ス
ト
お
よ

び
星
間
ダ
ス
ト
の
分
析
も
重

要
な
任
務
だ
。

　
12
月
７
日
に
は
「
デ
ス
テ

ィ
ニ
ー
プ
ラ
ス
」
チ
ー
ム
長

の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究

所
太
陽
系
科
学
研
究
系
教

授
、
高
島
健
氏
も
工
学
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
講
演
し

た
。

「
地
球
生
命
の
種
」捕
ら
え
る

■　

デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
プ
ラ
ス
計
画

　
　

荒
井
主
席
研
究
員
が
講
演

ま
ず
は
成
層
圏
に
到
達
す
る

高
度
30
㌔
級
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

ち
上
げ
を
目
指
し
て
お
り
、

一
連
の
洋
上
発
射
実
験
の
成

果
も
応
用
す
る
。

　
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
民
間

企
業
の
参
入
が
活
発
に
な
る

一
方
で
、
日
本
で
ロ
ケ
ッ
ト

を
発
射
で
き
る
場
所
は
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
の
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ

ー
と
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測

所
の
ほ
か
は
、
本
学
の
御
宿

町
岩
和
田
の
射
場
を
含
め
て

５
カ
所
に
と
ど
ま
る
。

　
洋
上
発
射
の
実
用
化
は
日

本
の
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
不
足

の
解
消
に
つ
な
が
る
と
期
待

さ
れ
て
お
り
、
ア
ス
ト
ロ
オ

ー
シ
ャ
ン
や
大
林
組
の
実
験

参
加
の
目
的
も
、
最
終
的
に

は
洋
上
発
射
場
の
事
業
化
に

つ
な
が
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
構
築
に
あ
る
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
と
和
田
研
は
今

年
３
月
に
も
、
同
研
究
室
と

ロ
ケ
ッ
ト
ガ
ー
ル
＆
ボ
ー
イ

養
成
講
座
で
高
校
生
た
ち
が

製
作
し
た
計
４
機
の
洋
上
発

射
を
予
定
し
て
い
る

　
令
和
元
年
度
第
２
回
千
葉

県
体
育
学
会
大
会
は
12
月
７

日
、
本
学
新
習
志
野
キ
ャ
ン

パ
ス
７
号
館
に
本
学
と
千
葉

大
、
順
天
堂
大
、
国
際
武
道

大
、
了
徳
寺
大
、
帝
京
平
成

大
な
ど
の
約
50
人
が
参
加
し

て
開
か
れ
た
。
身
体
に
関
す

る
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
実

行
委
員
長
を
金
田
晃
一
・
先

進
工
学
部
教
育
セ
ン
タ
ー
准

教
授
が
務
め
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
異

分
野
か
ら
の
身
体
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
」
と
題
し
、
本
学
の

教
養
科
目
・
教
養
特
別
科
目

の
総
合
科
学
特
論
で
開
講
さ

れ
て
い
る
「
身
体
論
」（
森

田
啓
・
先
進
工
学
部
教
育
セ

ン
タ
ー
教
授
が
主
担
当
）
が

紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
創

造
工
学
部
教
育
セ
ン
タ
ー
の

浜
野
志
保
准
教
授
が
「
身
体

と
周
縁
科
学
」、
社
会
シ
ス

テ
ム
科
学
部
教
育
セ
ン
タ
ー

の
須
藤
勲
准
教
授
が
「
社
会

の
中
の
身
体
」、
創
造
工
学

部
教
育
セ
ン
タ
ー
の
東
山
幸

司
教
授
が
「
身
体
を
構
成
す

る
元
素
の
起
源
」
を
そ
れ
ぞ

れ
発
表
し
、
討
論
が
行
わ
れ

た
。

　
本
学
の
学
生
は
５
人
が
参

加
。
体
育
会
弓
道
部
の
川
路

空
夏
さ
ん
（
情
報
科
学
研
究

科
修
士
１
年
）
が
「
弓
道
に

お
け
る
適
正
弓
力
推
定
式
の

検
討
」
を
口
頭
発
表
し
た
。

　
特
別
講
演
は
仰
木
裕
嗣
・

慶
應
大
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研

究
科
教
授
が
「
ス
ポ
ー
ツ
工

学
〜
２
０
２
０
年
東
京
大
会

を
見
据
え
て
〜
」
を
語
り
、

ス
ポ
ー
ツ
と
工
学
が
力
を
合

わ
せ
て
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
で
き
る

こ
と
を
考
え
る
機
会
と
な
っ

た
。

県
体
育
学
会
大
会 

本
学
で
開
く

■　

身
体
の
研
究
を
討
議

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
を

掲
げ
る
和
田
研
の
学
生
た
ち

情勢調査研究会(昨年９月３日)



No.640５ NEWS  C I T　　　　2020. 1. 15

建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　「
マ
ザ
ー
マ
シ
ン
」
と
呼
ば
れ

る
工
作
機
械
。
も
の
づ
く
り
大
国

・
日
本
を
支
え
る
高
精
度
の
部
品

を
生
産
す
る
機
械
で
あ
る
。
そ
の

ひ
と
つ
、
立
形
研
削
盤
で
は
国
内

首
位
を
走
る
の
が
中
堅
の
工
作
機

械
メ
ー
カ
ー
「
太
陽
工
機
」（
本

社
・
新
潟
県
長
岡
市
）
だ
。
２
代

目
ト
ッ
プ
に
就
任
し
て
間
も
な
い

渡
辺
剛
さ
ん
を
訪
ね
た
。
　

　
Ｊ
Ｒ
上
越
新
幹
線
の
長
岡
駅
か

ら
車
で
20
分
ほ
ど
。
の
ど
か
な
米

作
地
帯
で
あ
る
。

　「
こ
の
あ
た
り
で
は
い
ま
、
枝

豆
と
か
茶
豆
へ
の
作
物
転
換
が
進

ん
で
い
る
と
聞
き
ま
す
」
と
渡
辺

さ
ん
。

　
当
地
で
生
ま
れ
、
高
校
ま
で
過

ご
し
た
。
小
学
校
で
始
め
た
陸
上

部
を
高
校
で
も
続
け
、
得
意
は
１

１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
。「
で
も
、
親

し
ん
だ
程
度
で
し
た
ね
」。

　
父
の
渡
辺
登
会
長
（
71
）
は
根

っ
か
ら
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
。
新
潟

県
内
の
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
で
研

削
盤
（
刃
物
な
ど
で
切
削
す
る
代

わ
り
に
砥
石
車
で
加
工
す
る
機

械
）
の
設
計
を
担
当
し
て
い
た
１

９
８
６
年
に
退
社
し
、
独
立
。
当

初
は
設
計
事
務
所
だ
っ
た
が
、
３

年
ほ
ど
し
て
製
作
に
乗
り
出
し

た
。後
発
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
従
来
の
研
削
盤
は
横
形
。
加
工

対
象
物
の
軸
を
横
向
き
（
水
平
）

に
し
て
回
転
さ
せ
、
磨
ぐ
。
重
力

の
影
響
ゆ
え
、
真
円
に
く
ら
べ
３

〜
４
㍈
の
た
わ
み
（
誤
差
）
が
生

じ
て
し
ま
う
。

　「
世
の
中
に
な
い
機
械
を
」

　
そ
こ
で
、
ヨ
コ
の
も
の
を
タ
テ

に
し
た
。
た
わ
み
は
１
㍈
を
切

り
、
予
想
外
の
デ
ー
タ
に
全
員
び

っ
く
り
。し
か
も
、横
形
の
よ
う

に
場
所
を
と
ら
な
い（
省
ス
ペ
ー

ス
）。芸
術
的
な
技
術
は
立
形
研
削

盤
へ
と
結
実
、
初
号
機
を
売
り
出

し
た
の
は
１
９
９
１
年
の
こ
と
。

　
シ
ャ
フ
ト
、
ギ
ア
、
ト
ラ
ン
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
部
品
の
精
度
が

上
が
る
ほ
ど
、
車
、
航
空
機
、
風

力
発
電
機
、
建
設
機
械
な
ど
の
性

能
や
安
全
性
は
高
ま
る
。
生
産
プ

ロ
セ
ス
を
革
新
し
た
「
世
界
に
誇

れ
る
成
果
」（
伊
東
誼

よ
し
み

・
東
京
工

業
大
名
誉
教
授
）
と
し
て
、
２
０

０
５
（
平
成
17
）
年
度
の
日
本
機

械
学
会
賞
（
技
術
）
に
輝
い
た
。

　「
天
才
的
な
ひ
ら
め
き
で
は
な

く
、
ユ
ー
ザ
ー
の
使
い
や
す
い
も

の
を
作
っ
た
結
果
で
す
」

　
会
長
は
雑
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
設
計
思
想
に
つ
い
て
、
こ
う
語

っ
て
い
る
（『
機
械
と
工
具
』
05

年
11
月
号
）。

　「
厳
格
な
」
父
の
背
中
を
見
て

き
た
渡
辺
さ
ん
も
、
追
う
よ
う
に

精
密
機
械
工
学
を
選
ぶ
。
卒
業
研

究
は
金
属
の
「
薄
膜
密
着
評
価

法
」。
メ
ッ
キ
性
能
の
研
究
と
い

っ
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。

　
学
生
時
代
の
記
憶
に
鮮
や
か
な

の
は
、
お
好
み
焼
き
屋
の
２
年
間

の
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う
。
一
時
は

映
画
に
染
ま
り
、
東
京
・
渋
谷
の

単
館
上
映
劇
場
を
歩
き
、
洋
画
配

給
会
社
へ
の
就
職
に
ト
ラ
イ
し
て

い
る
。
趣
味
は
広
い
。
し
か
し
、

「
帰
っ
て
こ
い
」
と
の
勧
め
で
卒

業
と
同
時
に
父
の
会
社
へ
入
っ

た
。

　
入
社
後
は
機
械
設
計
に
関
わ
っ

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に
対
応
す

る
た
め
、
立
形
研
削
盤
の
機
種
を

シ
リ
ー
ズ
化
。
２
０
０
０
年
前
後

か
ら
や
っ
と
売
れ
出
し
、
01
年
に

Ｎ
Ｃ
（
数
値
制
御
）
旋
盤
や
マ
ニ

シ
ン
グ
セ
ン
タ
で
国
内
最
大
手
格

の
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
（
本
社
・
名
古

屋
市
）
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
に
上
場
（
07
年
）

も
し
て
い
る
。

　
渡
辺
さ
ん
は
技
術
畑
か
ら
営
業

の
修
行
へ
向
か
い
、
東
京
の
機
械

関
係
商
社
に
出
向
し
た（
08
年
）
。

折
し
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
（
世

界
的
な
金
融
危
機
）
直
後
の
景
気

後
退
期
。
足
を
棒
に
し
て
得
意
先

を
回
れ
ど
、「
ま
っ
た
く
引
き
合

い
な
し
」。
四
苦
八
苦
の
１
年
を

体
験
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
２
０
１
０
年
か
ら
２
年

間
は
北
京
に
駐
在
し
、
経
済
成
長

著
し
い
中
国
各
地
へ
の
売
り
込
み

に
骨
を
折
り
、
文
化
の
違
い
を
ま

ざ
ま
ざ
と
感
じ
た
と
い
う
。
２
人

目
の
子
で
あ
る
長
男

は
北
京
生
ま
れ
だ
。

　
現
在
、
納
入
比
率

は
国
内
７
割
、
欧
米

や
ア
ジ
ア
な
ど
海
外

が
３
割
。
海
外
進
出

と
と
も
に
業
績
は
伸

び
、
19
年
度
は
創
業

以
来
初
の
１
０
０
億

円
台
の
売
り
上
げ
を

見
込
ん
で
い
る
。
そ

れ
を
機
に

19
年
７

月
、
渡
辺
さ
ん
は
後

を
継
い
だ
。

　
社
員
２
４
５
人
の

平
均
年
齢
は
36
・
１

歳
と
若
い
。
本
学
Ｏ

Ｂ
も
３
人
い
る
。

　
よ
く
働
き
、
よ
く
遊
ぶ
｜
｜
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
と
き
ど
き
お
好
み

焼
き
を
家
で
作
り
、
２
人
の
子
ら

と
の
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
で
ス

ト
レ
ス
を
発
散
す
る
と
い
う
。

　「
じ
っ
く
り
構
え
て
や
っ
て
い

き
ま
す
。
新
た
な
ユ
ー
ザ
ー
へ
つ

な
が
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
機
械
を

供
給
す
る
た
め
、
い
ま
見
え
な
い

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
む
。
真
に
す
ば
ら
し
い
技
術

は
外
か
ら
目
に
届
き
に
く
い
。

　
ま
さ
に
、「
神
は
細
部
に
宿
る
」。

活躍する校友校友
渡
わた

辺
なべ

剛
つよし

さん （42歳）

株式会社太陽工機社長

（平成13年、精密機械工学科卒）

使い手発想の機械を
芸術的な真円度技術

「いま見えないことを考えたい」と渡辺さん

　
南
房
総
市
の
白
浜
フ
ロ
ー

ラ
ル
ホ
ー
ル
で
昨
年
11
月
30

日
、「
千
葉
工
業
大
学
シ
ラ

ハ
マLab. 

出
張
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ

集
ま
れ
未
来
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
！
わ
く
わ
く
科
学
技

術
体
験
講
座
」
が
開
か
れ
、

地
元
の
親
子
ら
約
３
５
０
人

で
に
ぎ
わ
っ
た

写
真
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
・
加
藤
和
彦
教

授
、
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
・
大

嶋
辰
夫
准
教
授
、
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
学
科
・
中
川
泰
宏

助
教
の
各
研
究
室
を
中
心

に
、
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
に
は
文

化
会
の
航
空
工
学
研
究
会
、

精
密
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
研
究

会
、
総
合
工
学
研
究
会
、
ソ

フ
ト
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
、
電

子
工
学
研
究
会
と
学
友
会
執

行
委
員
会
も
参
加
。
人
型
ロ

ボ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦

体
験
の
ほ
か
、
ゲ
ー
ム
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
の
製
作
体
験
、
南
房
総

市
観
光
協
会
と
連
携
し
て

観
光
用
レ
ン
タ
ル
カ
ー
ト

（BOSO 
KART

）
の
Ｖ
Ｒ
乗

車
体
験
な
ど
を
展
開
し
、
地

元
の
小
学
生
た
ち
を
喜
ば
せ

た
。

　
催
し
は
、
本
学
と
南
房
総

市
の
産
学
協
働
地
域
活
力
創

造
事
業
の
一
環
で
行
わ
れ
て

お
り
、
今
後
も
地
域
の
課
題

の
解
決
へ
、
学
生
の
活
躍
の

場
を
模
索
し
て
い
く
予
定
と

い
う
。

南
房
総
で
科
学
技
術
講
座

■　

関
連
研
究
室
・
文
化
会
な
ど
参
加

　
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
か
ら
ブ

ル
タ
ー
ニ
ュ
半
島
西
端
の
都

市
ブ
レ
ス
ト
ま
で
を
往
復
す

る
１
２
０
０
㌔
㍍
の
超
長
距

離
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
パ
リ
〜
ブ
レ
ス
ト
〜
パ

リ
」（
Ｐ
Ｂ
Ｐ
）が
昨
年
８
月

18
〜
22
日
に
開
催
さ
れ
、
小

澤
匠
平
さ
ん(

情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
学
科
４
年

写
真)

が
参
加
し
、
見
事
完
走
を
果

た
し
た
。

　
４
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
１
８
９

１
年
に
開
催
さ
れ
、
現
在
で

も
継
続
さ
れ
て
い
る
世
界
最

古
の
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
で
、

ブ
ル
ベ
（
タ
イ
ム
や
順
位
に

こ
だ
わ
ら
ず
制
限
時
間
内
で

の
完
走
を
認
定
す
る
長
距
離

サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
）

の
最
高
峰
と
さ
れ
、
多
く
の

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
目
標
と
な

っ
て
い
る
。
今
年
は
日
本
人

３
９
２
人
が
参
加
し
た
が
、

こ
の
う
ち
、
学
生
は
指
折
り

数
え
る
ほ
ど
。

　
Ｐ
Ｂ
Ｐ
へ
の
参
加
は
、
開

催
年
中
に
シ
ュ
ー
ペ
ル
・
ラ

ン
ド
ヌ
ー
ル
（
Ｓ
Ｒ
）
の
称

号
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必

須
。
こ
れ
は
、
同
一
年
に
２

０
０
㌔
、
３
０
０
㌔
、
４
０

０
㌔
、
６
０
０
㌔
の
ブ
ル
ベ

を
完
走
認
定
さ
れ
た
人
に
贈

ら
れ
る
称
号
で
、
小
澤
さ
ん

は
自
身
が
学
生
の
う
ち
に
参

加
す
る
こ
と
を
目
標
に
準
備

に
あ
た
り
、
今
回
の
参
加
を

成
し
遂
げ
た
。

　
移
動
も
含
め
、
15
日
に
渡

仏
、
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
18

日
、
パ
リ
郊
外
の
都
市
・
ラ

ン
ブ
イ
エ
を
晴
天
の
中
ス
タ

ー
ト
し
た
。
走
行
は
数
日
間

に
及
ぶ
た
め
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
や
沿
道
で
仮
眠
を
取

り
な
が
ら
走
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
に
は
学
校
や
体
育
館
が

使
用
さ
れ
、
食
事
や
シ
ャ
ワ

ー
、
仮
眠
の
た
め
の
設
備
が

設
営
さ
れ
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
以
外
の
沿
線
の
店
舗
や

善
意
に
よ
る
任
意
の
第
三
者

か
ら
援
助
を
受
け
る
こ
と
も

可
能
だ
。

　
小
澤
さ
ん
は
走
行
中
、
現

地
の
人
々
が
随
所
で
応
援
し

て
く
れ
る
の
を
目
に
す
る
た

び
、「
頑
張
ろ
う
！
」
と
、

ペ
ダ
ル
を
踏
む
力
が
湧
い
て

き
た
と
話
す
。
ま
た
、
コ
ー

ス
の
ル
ー
ト
自
体
は
丘
陵
地

帯
の
な
だ
ら
か
な
上
り
下
り

で
つ
ら
さ
を
感
じ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
と
に
か
く
昼

と
夜
の
寒
暖
差
が
体
力
的
に

一
番
つ
ら
か
っ
た
。

　
海
外
慣
れ
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
防
寒
具
の
不
足
は

痛
か
っ
た
…
…
無
事
、
完
走

で
き
た
と
分
か
っ
た
と
き
は

び
っ
く
り
！
「
い
け
た
！
」

と
、
言
い
よ
う
の
な
い
感
動

が
あ
ふ
れ
て
き
た
と
い
う
。

　
大
学
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ

部
に
所
属
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

レ
ー
ス
へ
の
出
場
は
も
ち
ろ

ん
、
合
宿
な
ど
で
房
総
を
１

周
す
る
こ
と
も
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
用
の
自
転
車
は
空
気
圧

を
下
げ
て
走
り
づ
ら
く
す
る

徹
底
ぶ
り
。

　
今
回
の
挑
戦
で
「
海
外
で

の
長
距
離
レ
ー
ス
へ
の
参
加

意
欲
が
ま
す
ま
す
湧
い
て
し

ま
っ
た
。
や
る
か
ら
に
は
上

を
目
指
し
た
い
！
」
と
貴
重

な
夏
休
み
を
振
り
返
っ
た
。

現地の人々に見守られ

ながら走る小澤さん

往復120
0㌔

〝
最
古
ブ
ル
ベ
〞　を
見
事
完
走

■　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
部
の
小
澤
さ
ん
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今
年
度
最
後
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
と
、
恒
例
の
地

域
市
民
向
け
ク
リ
ス
マ
ス
・

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ベ

ン
ト
が
12
月
15
日
、
津
田
沼

校
舎
で
同
時
開
催
さ
れ
、
受

験
生
と
保
護
者
、
近
隣
の
親

子
連
れ
な
ど
昨
年
同
期
の
１

６
３
０
人
を
大
幅
に
上
回
る

２
０
５
７
人
が
訪
れ
た
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
入
試
シ
ー
ズ
ン
を
控
え

た
受
験
生
の
た
め
に
入
試
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
受
験
対
策
講
座

・
数
学
、
英
語
を
開
講
し

た
。
新
３
年
生
、
２
年
生
向

け
に
は
２
０
２
１
年
度
入
試

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
、
新

入
試
制
度
の
動
向
を
説
明
し

た
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は

「
世
界
文
化
に
技
術
で
貢
献

す
る
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
著

名
な
哲
学
者
西
田
幾
多
郎
先

生
を
中
心
に
作
ら
れ
た
本
学

の
設
立
趣
意
書
か
ら
取
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
句

の
中
に
、「
技
術
」
と
「
文

化
」
と
い
う
言
葉
が
鏤

ち
り
ば

め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
素
晴
ら

し
い
。「
技
術
」
は
専
門
教

育
を
、「
文
化
」
は
教
養
教

育
を
象
徴
す
る
言
葉
で
あ

る
。
因
み
に
「
文
化
」
は
、

中
国
語
で
は
「
教
養
」
と
い

う
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
も

多
い
。

　
そ
れ
で
は
教
養
教
育
の
果

た
す
べ
き
役
割
と
は
何
で
あ

ろ
う
か
。
黒
澤
明
監
督
の

「
七
人
の
侍
」
の
中
に
、
村

人
を
叱し

っ

し
た
長
老
の
「
首
が

飛
ぶ
と
い
う
の
に
髭ひ

げ

の
心
配

を
し
て
ど
う
す
る
だ
」
と
の

台
詞
が
あ
る
。
現
代
日
本
の

社
会
情
況
を
も
的
確
に
突
い

た
言
葉
だ
。
細
部
に
ば
か
り

執と
ら

わ
れ
て
物
ご
と
の
本
質
を

見
失
な
う
、
今
の
政
界
、
財

界
、
言
論
界
な
ど
お
し
な
べ

て
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ

る
。
日
本
人
の
特
徴
な
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
広
い
視
野
を
持
ち
、
大
局

に
立
っ
て
何
が
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
な
の
か
ト
リ
ビ
ア
な
の

か
を
判
断
で
き
る
人
材
を
育

て
る
こ
と
が
、
教
養
教
育
の

大
切
な
役
割
り
だ
と
考
え
て

い
る
。

教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
利
波
　
雄
一

　「
大
寒（
だ
い
か
ん
）」。
二

十
四
節
気
の
最
終
節
で
、
最

も
寒
い
時
期
と
い
う
意
味
。

　
２
０
２
０
年
の
大
寒
は
、

１
月
20
日
か
ら
２
月
３
日
だ

そ
う
で
、
ま
さ
に
セ
ン
タ
ー

入
試
か
ら
本
学
、
Ａ
日
程
入

試
の
期
間
。
毎
年
、「
雪
が
降

ら
な
い
と
い
い
な
ぁ
」と
、職

員
間
で
心
配
の
タ
ネ
と
な
っ

て
い
る
。
実
際
、
入
試
広
報

課
に
所
属
中
、
私
も
何
度
か

大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
年
を
経

験
し
て
い
る
。
大
雪
を
伴
う

試
験
日
の
混
乱
は
想
像
を
は

る
か
に
超
え
る
た
め
、
出
来

れ
ば
避
け
た
い
…
…
お
天
道

様
に
祈
る
ば
か
り
だ
。

　
願
書
処
理
や
電
話
の
問
い

合
わ
せ
で
ま
さ
に
忙
殺
の

日
々
が
続
く
。
志
願
票
の
向

こ
う
側
に
い
る
受
験
生
や
、

電
話
の
先
に
い
る
保
護
者
の

方
々
、
色
々
な
顔
を
思
い
浮

か
べ
、
心
の
中
で
「
頑
張
っ

て
ね
」
と
せ
め
て
エ
ー
ル
を

送
っ
て
み
た
り
す
る
。

　
大
寒
は
最
も
寒
い
時
期
で

あ
る
が
、
寒
さ
も
底
を
つ
け

ば
、
春
に
向
か
っ
て
行
く
だ

け
と
な
る
。
寒
い
冬
が
も
う

じ
き
終
わ
り
、
希
望
の
春
が

や
っ
て
く
る
…
…
受
験
生
た

ち
に
と
っ
て
、
待
ち
遠
し
い

桜
咲
く
季
節
。
ど
う
か
、
風

邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
、
受
験

シ
ー
ズ
ン
を
乗
り
切
っ
て
ほ

し
い
。

入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
本
年
は
い
よ
い
よ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
、
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
の
輝
く
姿
を
見
ら
れ

る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

　
昨
年
は
そ
の
前
哨
戦
と
し

て
ラ
グ
ビ
ー
の
Ｗ
杯
が
開
催

さ
れ
、
日
本
チ
ー
ム
が
世
界

の
強
豪
を
撃
破
し
た
姿
は
記

憶
に
新
し
い
か
と
存
じ
ま

す
。
流
行
語
大
賞
に
も
選
ば

れ
た
「one 

team

」。
そ
れ

を
象
徴
す
る
よ
う
な
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
ボ
ー
ル
を
つ

な
ぎ
ト
ラ
イ
を
奪
取
し
た
姿

は
本
当
に
鮮
や
か
で
し
た
。

さ

て
、

あ

わ

せ

て
「one 

for all, all for one

」

と
い
う
言
葉
も
よ
く
言
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
一
人
は

み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な

は
一
人
の
た
め
に
」
と
訳
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

正
し
く
は
小
説
三
銃
士
の
引

用
「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め

に
、
み
ん
な
は
一
つ
の
目
的

（
勝
利
）
の
た
め
に
」
だ
そ

う
で
す
。
た
だ
両
方
と
も
意

外
に
「
は
ま
る
」
の
で
難
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
五
郎
丸
選
手
は

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、

「
自
分
の
勝
利
は
み
ん
な
の

勝
利
、
み
ん
な
の
幸
せ
が
自

分
の
幸
せ
、
と
い
う
こ
と
を

ラ
グ
ビ
ー
を
通
し
て
伝
え
た

い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
さ
さ
や
か
な
願
い
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
も
広
ま
れ
ば
い
い

な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
笠
嶋
　
義
夫

１月28日（火）後期授業終了、１月29日（水）・30日（木）・２月４日（火）共通試験、31日（金）～２月３日（月）Ａ日程入学試験

新
入
試
制
度
な
ど
説
明

12
月
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト

　
２
号
館
３
階
大
教
室
で
は

「
学
生
に
よ
る
学
科
相
談

会
」
「
在
学
生
に
聞
い
て
み

よ
う
！
」「
進
学
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
を
集
約
し
て
開
い

た
。
担
当
学
生
た
ち
や
職
員

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
来
場
者

が
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
姿
が

多
く
見
ら
れ
た
。

　
　
　
★

★

　
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
は
７

号
館
１
階
と
４
階
を
中
心
に

行
わ
れ
た
。

　
近
隣
の
人
々
に
少
し
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

届
け
る
一
方
、
本
学
な
ら
で

は
の
モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ

に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
。

　
展
開
し
た
の
は
、
制
作
コ

ー
ナ
ー
（
ミ
ニ
ツ
リ
ー
、
キ

ャ
ン
ド
ル
、
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ

ー
ト
、
合
格
祈
願
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
、
光
の
万
華
鏡
、

バ
ッ
チ
づ
く
り
な
ど
）
▽
サ

イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
▽
２
速
歩

行
ロ
ボ
ッ
ト
・
ト
ラ
ン
ス
ポ

ー
タ
ー
操
縦
体
験
▽
Ｍ
Ｒ

（Mixed 
Reality

複
合

現
実
）
を
用
い
た
ゲ
ー
ム
体

験
▽
オ
セ
ロ
名
人
に
挑
戦
｜

｜
な
ど
。

　〝
学
び
と
体
験
〞
を
、
地

域
の
人
々
と
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
来
場
の
高
校
生
に
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
先
端
材

料
工
学
科
、
機
械
電
子
創
成

工
学
科
、
デ
ザ
イ
ン
科
学

科
、
知
能
メ
デ
ィ
ア
工
学
科

が
協
力
し
て
知
恵
を
出
し
合

っ
た
も
の
で
、
各
コ
ー
ナ
ー

は
多
く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
っ

た
。

　
夕
方
４
時
半
を
過
ぎ
る
と

中
庭
の
巨
大
ツ
リ
ー
が
輝
い

て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
彩
り
、
グ

ラ
ン
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

も
点
灯
。
夕
闇
の
中
で
、

人
々
は
散
策
を
楽
し
ん
で
い

た
。

新入試制度の説明会 学生たちによる進学相談コーナー

災害対応ロボットをデモンストレーション クリスマスグッズなどの制作コーナー

夕闇の中庭を彩るクリスマス・イルミネーション




